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令和６年度  大田原市社会福祉協議会  事業報告令和６年度  大田原市社会福祉協議会  事業報告
重点事業 ⑴地域福祉活動計画の策定・推進

⑵地区社会福祉協議会の支援
⑶生活困窮者自立支援事業の充実
⑷介護事業及び障害福祉事業のサービス向上

1 地域福祉活動計画の推進
　⑴ 第4次地域福祉活動計画  推進委員会開催
2 小地域福祉活動
　⑴ 第2次小地域福祉活動計画の策定（東部地区・佐久山地区・湯津上地区）　　⑵ 小地域福祉活動計画の推進
　⑶ 福祉委員（小地域福祉ネットワーク）活動推進事業   福祉委員・民生委員連絡会議の開催
　⑷ 地区社会福祉協議会活動支援　　⑸地区社会福祉協議会連絡会の開催
3 生活支援体制整備事業（ささえ愛　おおたわら　助け合い事業）
　⑴ 生活支援体制整備事業（ささえ愛フェスタ in大田原/みんなでつくるつきそいよりそいボランティア講座/地域での困難ケース事例検討会）
　⑵ 安心生活見守り事業　利用者 1,236 人、見守り 77,525 件
4 ボランティア活動の推進
　⑴ ボランティアセンター事業（中高生が考える福祉のまちづくり IN大田原 /ボランティアサロン）
　⑵ 災害にも強い地域づくり事業の推進（災害ボランティアセンター運営連絡会/災害ボランティアセンター運営サポーター養成講座）
5 福祉教育（ふくし共育）推進事業
　⑴ 福祉教育（ふくし共育）推進事業（市内12校）/福祉教育研修会の開催
　⑵ 広報充実事業 (機関紙発行、公式Xアカウント運用開始）　　⑶ 社会福祉士養成課程実習生の受け入れ（大学生等の実習）
6 社会福祉法人の地域活動貢献支援
　⑴ 社会福祉法人連絡会の活動支援
7 福祉活動顕彰事業
　⑴ 市社協会長表彰

1 重層的支援体制整備事業移行準備事業
　⑴ 総合相談研修の実施　３回　　⑵ 実施に向けた意見交換会の実施
　⑶ 庁内部課長を対象とした地域共生の実現及び重層事業説明会の実施
　⑷ 重層事業推進に係る研修会の実施
2 総合相談事業の実施
　⑴ 心配ごと相談事業　相談 17件　　⑵ 福祉金庫貸付事業　新規貸付 71件
　⑶ 生活福祉資金貸付事業　新規貸付４件
3 生活困窮者自立支援事業　新規相談数 100 件
4 日常生活自立支援事業（あすてらす）
　⑴ 日常生活自立支援事業　利用者 80人　　
5 法人後見事業　⑴ 運営委員会の開催

1 介護保険サービス
　⑴ 訪問介護事業　818 人　　⑵ 受託訪問介護事業の推進　０人
2 障害福祉サービス事業
　⑴ 障害福祉サービス事業　263 人
3 その他のサービス
　⑴ 日常生活用具貸与　142 件　　⑵ リフト付き自動車貸出事業　97件
　⑶ 軽トラック貸出事業　５件　　⑷ 福祉サービス適正化事業　苦情対応

1 福祉のまちづくり市民参加運営
　⑴ 理事会、評議員会の開催　　⑵ 市社協 会員加入促進
2 基金・寄付事業
　⑴ 善意銀行運営事業　　⑵ 地域福祉基金造成事業
　⑶ 大田原市社会福祉協議会寄附受入れ
3 栃木県共同募金会大田原市支会
　⑴ 赤い羽根共同募金事業
4 経営理念の施策の推進
5 その他
　⑴ 佐良土多目的交流センターの管理　　⑵ 印刷機利用サービス事業

ささえ愛フェスタ in 大田原

みんなでつくるつきそいよりそいボランティア講座

ふくし共育支援　



令和６年度  大田原市社会福祉協議会  収支決算



令和７年度　大田原市社会福祉協議会　事業計画令和７年度　大田原市社会福祉協議会　事業計画令和７年度　大田原市社会福祉協議会　事業計画

Ⅰ 地域福祉の推進・発展のための人づくり、生きがいのある地域づくり事業Ⅰ 地域福祉の推進・発展のための人づくり、生きがいのある地域づくり事業
１. 地域福祉活動計画の推進 [第 4次地域福祉計画・地域福祉活動計画推進 ]
２. 小地域福祉活動の推進 [地区社会福祉協議会活動支援事業、福祉委員（小地域福祉活動ネット
     ワーク）活動推進事業 ] 
３. 生活支援体制整備事業（愛称：ささえ愛おおたわら助け合い事業）［安心生活見守り事業］
４. ボランティア活動の振興 [ボランティアセンター推進事業、災害にも強い地域づくり推進事業 ]
５. 福祉教育（ふくし共育）推進事業 [ふくし共育、広報充実事業、社会福祉士養成課程等実習生受入]
６. 社会福祉法人の地域貢献活動支援［社会福祉法人連絡会活動支援］
７. 福祉活動顕彰事業［大田原市社会福祉協議会会長表彰］

Ⅱ 福祉サービスを利用しやすくするための支援事業Ⅱ 福祉サービスを利用しやすくするための支援事業
１. 重層的支援体制整備事業への移行準備事業
２. 総合相談事業 [心配ごと相談事業、福祉金庫貸付事業、生活福祉資金貸付事業 ]　
３. 生活困窮者自立支援事業
４. 権利擁護事業 [あすてらすおおたわら、法人後見事業 ]

Ⅲ 在宅福祉サービス実施事業～民間業者の参入しにくい地域への展開～Ⅲ 在宅福祉サービス実施事業～民間業者の参入しにくい地域への展開～
１. 介護保険サービス事業［訪問介護事業 ]　
２. 障害福祉サービス事業
３. その他のサービス [日常生活用具貸与事業、リフト付き自動車貸出事業、軽トラック貸出事業、
     福祉サービス適正化事業 ]

Ⅳ 法人の基盤強化事業Ⅳ 法人の基盤強化事業
１. 福祉のまちづくり市民参加運営事業 [理事会・評議員会の開催、会員加入の促進 ]　
２. 基金・寄付事業 [善意銀行運営事業、地域福祉基金の造成事業 ]
３. 栃木県共同募金会大田原市支会 [赤い羽根共同募金事業 ]　
４. その他 [佐良土多目的交流センターの管理、印刷機利用サービス事業 ]



寄付報告 匿名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,000 円
匿名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,000 円
大田原市グラウンド・ゴルフ協会　様 ・・・・ 54,000 円
大田原市建設業協同組合青年部平成会　様・・20,000 円
ライオンズクラブ３３３-B地区４R２Z　様・・・20,000 円

青木さやか　様・・・・・・・・・・・・・ 車いす１台
㈱ダイナム栃木大田原店　様・・・ 食料品他一式144点

大田原市グラウンド・ゴルフ協会　様 大田原市建設業協同組合青年部平成会　様 ㈱ダイナム栃木大田原店　様

　令和７年３月１日から５月３１日までに、社会
福祉のためにお寄せいただいた寄付の報告
です。皆様の温かい善意に心より感謝申し
上げます。

令和７年度  大田原市社会福祉協議会  収支予算
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　　今年度福祉委員になられた方を対象に、 新任福祉委員研修会を開催しました。 「福祉委員として

どんな活動をしたらいいの？」 に応えるため、 福祉委員の役割や先輩福祉委員の活動を聞き、 福

祉委員同士 「おしゃべりタイム」 で地区内のつながりについて情報を交換しました。 参加した方か

らは　「話を聞くうちになんとかなりそうだな…と感じました」 と、 感想をいただきました。

おしゃべりタイムで情報交換おしゃべりタイムで情報交換

先輩福祉委員

岩上敏男さん

先輩福祉委員

岩上敏男さん

令和７年度  福祉委員紹介（任期 /令和８年３月３１日まで）

サイプレス

野崎



（黒羽田町自治会ささえあいカルテより）

福祉委員の役割
自治会内のちょっと心配だなという方に気づいたり、自然なつ
ながり、小さなささえあいを見つけたりします。
自治会長や民生委員児童委員、見守り隊員さんとの話し合いや、
市社協などに知らせてつなげましょう。

「つながりって大切だよね！」と広めたり、ご近所に協力を呼び
かけたり、周りの人を活動に誘ってみましょう。

「つながり」って目に見えないから・・・・・ふだんみなさんがやっている、「自然なつながり」や、
「小さなささえあい」をみんなに見えるようにする「自治会ささえあいカルテ」を作成します。

「自治会ささえあいカルテ」
のご近所同士の小さなさ
さえあい活動とは・・・

ご近所で自然に気にかけあ
い、気遣いあっている活動
はささえあいの土台であり、
ホンモノのささえあいです。

例 ・ お茶のみ　・ おすそわけ
　 ・ 野菜作り　・ 歩こう会
　 ・ 一緒に犬の散歩
　 ・ 子どもたちとお祭りごっこ 

福祉委員さんが作成した
「自治会ささえあいカルテ」から 

（金田地区河原自治会ささえあいカルテより）

→ささえあいカルテ
①気づく・見つける

②つなげる・つながる

③広める

　毎週土日に営業される黒羽田町の釣具店には多
くの釣り愛好家が集まりにぎわっています。
毎週お店に通っている地域の方は、普段から散歩
をして健康づくりに励んでいることや釣りスポッ
トを教えあったりするなど情報交換をしています。
　また、十数年お店に通っている県外の男性は運
転免許証を返納しましたが、奥さんの運転で楽し
みにお店に来ています。鮎釣りの解禁を楽しみに
趣味でつながる男の居場所になっています。

　犬の散歩やウォーキング中におしゃべりをしてい
ます。この日は、天気が良いのでお城山公園に行っ
てくるとのことでした。近所の方が自然な形でお互
いを気にかけ合う機会になっています。健康づくり、
情報交換、お互いの見守りになっていますね。



令
和
６
年
度
は
、
東
部
、
佐
久
山
、

湯
津
上
の
３
地
区
で
第
２
次
計
画
（
令

和
７
～
１１
年
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

ど
の
地
区
も
熱
心
に
話
し
合
い
を
重

ね
ま
し
た
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
、
計
画
を
手
に
取
っ
て
、

地
域
に
関
心
を
寄
せ
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　高齢者や障害のある人への理解の促進に対して思いやりがある地域づくりを進めるため、学区や地域の
講座、様々な媒体等を通じて、福祉のこころの醸成を図るとともに「合理的配慮」への理解を深めます。

大田原市地域福祉計画・地域福祉活動計画（令和６年度～１０年度）はおおたわらの地域福祉を進
めるヒントがたくさんあります。市・市社協・施設団体・市民のみなさんと一緒に進めていきます。

・施設を地域の人に公開し理解を深める
・高齢者、障害のある人が参加できるよう必要な配慮をし、一緒に
　活動する
・施設・団体・事業所などで「合理的配慮」について学び、実践する
・福祉施設などは専門性を活かし、障害理解促進のため発信をする

基本目標４

誰もが安全で
安心して
暮らせる
地域づくり

基本施策 施策

１　誰もが暮らしやすい
　　地域の環境づくり

２　権利擁護の体制強化

３　地域における見守り・
　　声かけによる防災・
　　防犯対策の強化

１ 公共施設等のバリアフリー化の推進
２ 市民の移動手段の確保
３ 情報のバリアフリー化の推進
４ 高齢者や障害のある人への理解の促進
１ 判断力が十分でない人への支援
２ 虐待・ドメスティックバイオレンス（DV）等の
　 早期発見・早期対応

～高齢者や障害のある人への理解の促進～～高齢者や障害のある人への理解の促進～

・認知症への正しい理解を深めるため、
　認知症サポーター養成講座を受講
   する
・障害のある人への「合理的配慮」の
   理解を深め、日常生活で実践する

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
土
台
に
な
っ

て
い
る
の
は
地
域
で
す
。
５
年
後
、

１０
年
後
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰

も
が
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
現

状
を
把
握
し
課
題
を
出
し
合
い
、
課

題
解
決
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
に
取

り
組
む
か
を
地
域
住
民
が
話
し
合

い
、
「
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
計

画
「
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
１２

の
地
区
社
協
で
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
づ
く
り
は
み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
！

　
　
　
　
　

～
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
～

計
画
づ
く
り
は
み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
！

　
　
　
　
　

～
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
～

策定した小地域福祉活動計画

「自分たちの地域の事だから」～活発な話し合い～

※
力
を
入
れ
て
話
し
合
っ
た
こ
と

  

東　

部
…
今
あ
る
も
の
に
プ
ラ
ス

  

佐
久
山
…
つ
な
が
り
づ
く
り

  
湯
津
上
…
後
継
者
育
成

１ 避難行動要支援者支援体制の整備
２ 災害に備えた環境の整備
３ 地域ぐるみの防犯・交通安全対策の促進



生活支援コーディネーター活動紹介生活支援コーディネーター活動紹介

　
市
内
１２
地
区
を
単
位
に
、
地
域

で
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
話
し
合
い
の
場
と

し
て「
協
議
体
」が
設
置
さ
れ
、

地
域
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
情
報
を
も

ち
よ
り
、
地
域
住
民
同
士
で
活
発

に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
あ
る
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を

進
め
よ
う
！

　
協
議
体
の
中
で
色
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
、
ひ
ょ
う
た
ん

を
と
お
し
た
世
代
間
交
流
を
進

め
よ
う
！
と
、
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　「
野
崎
ひ
ょ
う
た
ん
ク
ラ
ブ
」

を
発
足
し
、
育
成
会
や
幼
稚
園

で
世
代
間
交
流
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
栽
培

か
ら
行
い
、
仲
間
づ
く
り
の
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
み
ん
な
の
協
議
体

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
み
ん
な
の
協
議
体

協議体でどんな話し合いをしているの？
野
崎
地
区
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

地
域
の
み
な
さ
ま
へ

　
い
つ
で
も
誰
で
も
声
を
か
け
あ
い
、
心
の
居
場
所
が

あ
る
あ
っ
た
か
な
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
心
配
な
こ
と
、
不
安
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
西
部
地
区
で
は「
あ
っ
た
か
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
西
部
地
区
〜
い
つ
で
も 

誰
で
も 

声
を
か
け
愛 

つ
な
が
る
和
〜
」を
合
言
葉
に
、
あ
っ
た
か
思
い
や

り
の
会
・
協
議
体
・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
さ
さ
え
愛

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
西
部
地
区
全
体
で
自
然
な
形
で「
な
が
ら
見
守
り
」を

し
て
い
こ
う
と
、
西
原
小
学
校
の
児
童
に
チ
ラ
シ
絵
を
依
頼
し
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
や
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
依
頼
し
、
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

西
部
地
区
Ｓ
Ｃ

藤
田　
善一

西
部
地
区
Ｓ
Ｃ

藤
田　
善一

協議体で「地域で見守
りの目を増やしたい！」
という想いで完成した
ポスターです！

協議体で、活発に
話し合いをしています！

上
手
に
で
き
て
る
ね
〜

野崎地区文化祭にて "ひょうたんマラカス作り"

ひょうたんがつなぐ "つながりの輪"

 

さ
さ
え
愛
お
お
た
わ
ら
助
け
合
い
事
業

さ
さ
え
愛
お
お
た
わ
ら
助
け
合
い
事
業

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
さ
さ
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。



例えば・・・
就職先が決まらない、就職しても
続かない。どうしたらいいの？

家族のことで相談したいことがある。 家賃や光熱費、公共料金の支払い、
税金を滞納している。

病気のことで心配だ。入院費の支払
いも気になる。

生活・仕事・家計など「心配」なこ
と「不安」なことがあれば 1 人で抱
え込まずに、まずはご相談ください。

生活・仕事・家計など「心配」なこ
と「不安」なことがあれば 1 人で抱
え込まずに、まずはご相談ください。

お問合せ　大田原市社会福祉協議会　自立相談係　　☎0287-23‒1130

新しい職員を
　紹介します！
新しい職員を
　紹介します！

　
お
お
た
わ
ら
愛
は
誰
に
も
負
け

な
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
福
祉
推
進
の
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
で
も
早
く
地
域
の
皆
様
に

顔
を
覚
え
て
頂
き
、
地
域
の
皆
様

の
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

本所地域福祉係
主事　藤森 そよか

本所自立相談係
主事　益子 穂高

　アパート住まいの見守り利用
者が自宅内で倒れていて、警察、
消防などを呼び、対応したとい
う経験があります。その経験か
ら、週１回の見守りの大切さや
自治会未加入者の見守りも大事
なんだと感じています。

　大田原市では、地域住民が大田原市や市社会福祉協議会、
地域包括支援センター、見守り協力機関・団体などと連携し、
ひとり暮らし高齢者や高齢者だけの世帯などの人々が、慣れ親
しんだ地域で安心して日常生活が継続できるように、地域ぐる
みの見守り・ちょっとした助け合い、見守りを通したつながりづ
くりを行っています。

◆地域の見守り活動についてのお問い合わせは
　市社会福祉協議会地域福祉係まで（☎２３-１１３０）

見守り活動をしていて想うこと

みんなが安心して暮らせる大田原を目指して
～安心生活見守り事業～

みんなが安心して暮らせる大田原を目指して
～安心生活見守り事業～

　Aさん（２０代後半）は１人暮らし。正社員で工場関係の会社に勤めていました。しかし、
様々な勤務形態により体調を崩してしまい退職しました。今までは、預貯金を切り崩し
て生活していましたが、預貯金も少なくなってきてしまったので、社会福祉協議会に相
談に来ました。Aさんからお話をうかがうと、家賃が払えなくってしまいアパートにいら
れなくなる可能性があり、また、失業保険が出るのも数か月後なので、経済的にも精神
的にも、安心して生活することが厳しい状態になっていました。家賃の支払いは、Aさ
んの生活状況や就職活動状況の確認を行い、住居確保給付金の申請を行いました。また、
食べ物に困っていたためフードバンクから一時的な食糧の支援を行いました。Aさんと
一緒に１つずつ課題を解決していった結果、Aさんは、気持ち的にも余裕がうまれ、新
しい就職先も決まり、以前のような自立した生活に戻ることができました。

西部地区
あったか思いやりの会
会員　細岡 昇さん



大田原市役所　Ａ別館１階
（大田原市社協　本所相談室）

10:00　社協へ来所
　　　　専門員から支援内容を確認し、
　　　　通帳を預かって訪問へ

10:10　金融機関での払戻

10:20　病院での支払い

10:30　利用者宅を訪問

　
　

　　　　支払い内容の説明
　　　　体調や生活状況などお話を伺う

11:00　社協に戻る
　　　　専門員へ支援の報告、通帳の返却

　　　　後日、報告書を提出

ご存じですか？
　　　生活支援員の活動
ご存じですか？
　　　生活支援員の活動

栃木県運営適正化委員会は、福祉サービス
の利用者や家族からの苦情や相談を受け、助
言や事業所への調査、話し合いによる斡旋等
を行い、苦情の解決を図ります。
相談は電話や来所のほか、文書やメールで

も受け付けています。

連絡先：栃木県運営適正化委員会
　　　　（宇都宮市若草1-10-6 とちぎ福祉プラザ内）
ＴＥＬ：028-622-2941
ＦＡＸ：028-622-2316
E-mail : asu.sw@dream.ocn.ne.jp

※相談料等はすべて無料です。秘密は厳守します。
　来所の際は事前にお電話をください。

あすてらすおおたわら生活支援員の皆さん

　４月２３日（水）に、令和７年度あすてらす
おおたわら生活支援員研修会を開催しまし
た。１７名の生活支援員に委嘱状を交付し、
その後、研修会として活動内容の確認と、
生活支援員同士の情報交換を兼ねた交流を
行いました。
　生活支援員は専門員の依頼のもと、あす
てらす契約をしている利用者の自宅等を訪
問し、金銭管理などの支援を行います。利
用者が住み慣れた地域で安心して暮らせる
よう支援をしています。　
　今回は、生活支援員の活動を紹介します。

ある日の生活支援員Ａさんの活動内容

福祉サービスに関する苦情窓口のお知らせ福祉サービスに関する苦情窓口のお知らせ

７月  ４日 ㈮  ７月１１日 ㈮ ７月１８日 ㈮  ７月  ２日 ㈬  ７月１７日 ㈭
７月２５日 ㈮
８月  １日 ㈮  ８月 ８日 ㈮  ８月１５日 ㈮  ８月  ６日 ㈬  ８月２１日 ㈭
８月２２日 ㈮  ８月２９日 ㈮
９月  ５日 ㈮  ９月１２日 ㈮  ９月１９日 ㈮  ９月  ３日 ㈬  ９月１８日 ㈭
９月２６日 ㈮

地　区 大田原 湯津上 黒羽

開催日

時　間

会　場

電　話

１３時～１５時１０時～１２時９時～１２時

お変わりありませんか？

今日も元気よ～



令和６年８月設立

子ども食堂を通じて子ども達の健やかな成長と保護者の子育て支援、
地域交流と多世代交流に寄与することを目的に活動しています。

　児童の登録者は２６名 (５月末時
点 ) で、１回の参加者は１５名ほど。
部活や習い事などで参加できない
こともあるようです。取材した日
は、宿題をする子、外で遊ぶ子な
ど１０名ほどの児童がそれぞれの
場所で楽しんでいる様子が見られ
ました。台所では、調理ボランテ
ィアさん２名でお食事の準備が始
まったところでした。

むらさき子ども食堂
住  所：大田原市本町１-2701-110

連絡先：090-2437-3533（高山さん）

活動内容　食事の提供、居場所、遊び場、学習支援、体験学習、地域行事への参加など。
活 動 日　第１日曜日 (午前１０時～午後１時)　 第3金曜日 (午後3時～７時)
対 象 者　紫塚小学校の児童（登録申込が必要です）

【本所】
本町１-３-１市役所A別館１階
☎２３-１１３０　☎２４-０２９４
あすてらすおおたわら　☎２３-７３７５

【湯津上支所】
佐良土８５３
佐良土多目的交流センター内
☎９８-３７１５

【黒羽支所】
黒羽田町８４８
☎５４-１８４９
大田原市社会福祉協議会　介護事業所

社協だよりを　　音声で聞くことができます。「音訳 (デイジー )版」をご希望の方は、市社協本所☎２３-１１３０までお問合せください。

ボランティアさん募集中‼
　金曜日に子ども達と遊んでくれる方

　庭や公園の除草作業をしてくれる方

むらさきこども食堂ボラ
ンテ
ィア

活動
紹介

　仲町ほほえみセンターを運営する
地域の高齢者福祉を考える会「ぶら
んこの会」が、３月をもって活動を
終了しました。今後は、とちぎボラ
ンティアネットワークが運営し、ボ
ランティアの皆さんは、利用者とし
て参加するそうです。 ぶらんこの会、最後の総会に参加されたみなさん

地域の高齢者のために、２５年間ありがとうございました
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